






農林⽔産省公式SNS（Facebook、Twitter等）では動物検疫のことを取り上げておりますので、
フォロー、シェア、いいね をよろしくお願いします。

!! 中秋節に発信 !!

 中国の伝統的な三大節の一つである「中秋節」では、「月餅」を食べることが伝統的風習である。
 この月餅には肉類が含まれるものもあることから、中秋節前後に、海外から肉類を取り寄せないよう

省公式SNS（Facebook及びTwitter）で動物検疫に関する注意喚起 を実施した。

Twitter Facebook（日本語） Facebook（英語）
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家畜伝染病予防法施行規則の一部改正及び

飼養衛生管理指導等指針・特定家畜伝染病防疫指針
の一部変更について

令和3年9月28日

消費・安全局動物衛生課

令和3年度越境性動物疾病防疫対策強化推進会議 【資料２】

昨シーズンは2020年夏にシベリアで検出されているH5N8亜型ウイルスがユーラシア⼤陸の
東⻄で猛威を振るい、フランス（493件）、ドイツ（235件）や韓国（109件）を始め、各地で続発。

H5N8亜型発⽣国（欧州）
英国 2021.3.21 デンマーク 2021.7.4 フィンランド 2021.2.8
ドイツ 2021.6.25 ポーランド 2021.8.9 イタリア 2021.2.19
オランダ 2021.5.21 アイルランド 2020.12.9 エストニア 2021.3.22
フランス 2021.7.7 ハンガリー 2021.2.1 ウクライナ 2021.2.26
スウェーデン 2021.4.19 リトアニア 2021.5.28 アルバニア 2021.6.10
クロアチア 2020.11.17 チェコ 2021.5.17

欧州での発⽣状況

家きんにおける⾼病原性⿃インフルエンザ発⽣国

昨シーズンの世界的な発⽣状況

24

493
235

※数字は発⽣件数（各国政府の公表ベース）。

12
英国

フランス

ドイツ

オランダ

シベリア営巣地

アジアでの発⽣状況

109
韓国 52

⽇本

※ 韓国では、あひる農場での発⽣が多い。
あひるは発症するまでに⽐較的⻑時間を要し、
その間にウイルスが排出されることが想定されることから、
予防的殺処分を実施。

※ 中国及び台湾では、ウイルスが常在しており、
夏季を含めて年中発⽣。

※⽇付はH5N8亜型の最終発⽣⽇

最終発生日：2021.4.6

最終発生日：2021.3.13
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昨シーズンの国内における⾼病原性⿃インフルエンザの発⽣状況（家きん）

国内飼養⽻数に対する殺処分⽻数の割合 約3.1％
国内飼養⽻数 3.2億⽻（H31年2⽉ 畜産統計）

昨シーズンの⾼病原性⿃インフルエンザは18県52事例の発⽣
殺処分⽻数は約987万⽻
※ 殺処分⽻数は過去最⼤
※ これまでのシーズン最⼤殺処分⽻数は約183万⽻（Ｈ22-23）

⾁⽤鶏（種鶏含む。） 約 81万⽻
採卵鶏（種鶏含む。） 約904万⽻
その他（あひる） 約 ２万⽻

ケージ飼い ︓ 34事例
平飼い ︓ 18事例
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51

⼤規模（50万⽻以上）農場 ５事例
岡⼭ 64万⽻（関連含む。）
千葉① 116万⽻
千葉② 115万⽻
千葉⑦ 115万⽻
茨城 84万⽻

⾃衛隊の派遣 ︓
28回（30事例）

[2020.11.5–2021.3.14]
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○ 飼養衛⽣管理基準の遵守について⽣産者によって⼤きな差がある

昨シーズンの⿃インフルエンザ対応により明確になった課題

１ 飼養衛⽣管理基準の不遵守

【⾼病原性⿃インフルエンザに関する課題】

○ 密集地域での続発、⼤規模農場での発⽣により、殺処分⽻数が増加し、防疫が⻑期化
３ 密集続発、⼤規模農場での発⽣

○ 埋却地確保等により防疫作業が⻑期化
２ 防疫作業の⻑期化・⾃衛隊への依存 [まん延防⽌]

[発⽣予防]

[まん延防⽌]

○ 令和３年５⽉の農林⽔産省⿃インフルエンザ・豚熱・アフリカ豚熱合同防疫対策本部において、家畜伝染病対策に関する
課題を洗い出し、家畜衛⽣対策の強化に向けた対応⽅針を決定。

○ これを踏まえ、①家畜伝染病予防法施⾏規則の⼀部改正(飼養衛⽣管理基準を含む)、②飼養衛⽣管理指導等指針の
⼀部変更、③特定家畜伝染病防疫指針の⼀部変更(⽜疫、⽜肺疫、⼝蹄疫、豚熱、アフリカ豚熱、⾼病原性⿃インフルエ
ンザ及び低病原性⿃インフルエンザ)について改正し、本年10⽉１⽇施⾏予定。
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